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３．特筆すべき活動（（１）・（２）でＡ４用紙１枚） 

（１）全学の教育研究に関する組織改編等への取組と協力，特色ある教育ＧＰ等の採択状況と

取組，２１世紀ＣＯＥ等の採択状況など。 

① 平成１８年度 保健学科全学教育科目出講科目一覧を以下に記載する。本学科の全学

教育に対する部局負担担当原則である計 8単位と、その他に「基礎ゼミ」を 2コマ開講し、

全学教育に対して、応分の取り組みと協力を行っている。 

 

 •展開科目類 自然科学群 「生命科学Ｂ」２単位 林教授 

 •展開科目類 総合科学群「カレントトピックス科目（現代の保健・医療から人間の

Well-being を探る）」２単位 吉沢教授他１２名 

 •共通科目類 情報科目群「情報基礎Ａ」２単位 佐藤(行)助教授他３名 

 •共通科目類 保健体育群「体と健康（健康科学Ⅳ）」２単位 田村教授他１２名 

 •共通科目類 転換・少人数科目群「基礎ゼミ（健康に生きる）」２単位石田教授他４名

 •共通科目類 転換・少人数科目群「基礎ゼミ（臨床検査における生体および検体情報

とは）」２単位 大高 教授他７名 

 

② 東北大学 21 世紀 COE プログラム 医薬開発統括学術分野創生・人材育成拠点 

CRESCENDO メンバーとして、小林教授、高橋教授の 2名が加わっている。保健学科とし

て、平成 17 年度から同 COE の 2〜3 名のフェローを受け入れている。 

 

 （２）その他，特筆すべき研究・教育・診療・社会貢献等への取組と成果，世界的位置付け（ISI 
citation など）など。 

① 大学病院における診療•看護の実践を通した医療への貢献と、実践を生かした教育と研究：参

考資料 2 に示すように、教員の多くが大学病院における医療に貢献している。 

② 市中病院における看護学教育を通した社会貢献：現在の看護の質を向上させるために、各病

院の看護部では看護業務に関する評価研究を行うべく取り組んでいる。しかし、欧米諸国の病院

のように看護研究部門を備える病院はなく、病棟の看護職がそれを担わなければならない。しか

し、多く病院では看護修士、博士をもつ職員は極少数であり、看護の研究指導を行うものがいな

い状況である。従って、看護学専攻教員への需要はたかく、現在教員が個別で仙台市内の病院に

出かけ、指導にあたっている。ますますこの需要は高くなっていくものであり、これに応えるべ

くシステム化の準備を進めている。 

③ 豪国ブリスベン クイーンズランド工科大学との国際交流：平成 17 年度日本学術振興会外国

人招へい研究者（短期）等の受け入れ等を足がかりに、豪国ブリスベン クイーンズランド工科

大学衛生保健学部看護学科と保健学科の学科間協定を平成 18 年 4月 10 日に結んだ。 

④ 保健学科教員による Highly cited papers (ISI citation)（参考資料３）：被引用件数が 100

件を超えるものは、分子遺伝学、内分泌学、感染症•免疫学を中心に、17 編を数える。平成 8 年 5

月に東北大学医学部で行われた「論文の被引用回数」では、被引用件数が 100 件を超える論文は、

基礎医学 18 講座で 43 編、臨床医学 21 講座で 28 編、障害科学専攻 6 分野で 0 編、加齢医学研究

所 15 分野で 21 編であった。以上を斟酌すれば、保健学科の 17 編という数字は、十分、現医学系

研究科の論文の引用件数に比肩しうる数といえる。他方、項目 79 に記載の様に、研究費や研究設

備が不十分であるため、研究の継続には難渋している。 

  


